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（
採
用
及
び
昇
任
の
山
力
法
）

第
四
条
　
職
員
の
採
用
及
び
昇
任
は
、
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
に
よ
っ
て
選
考
が
認
め

　
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
競
争
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
行
う
。

（
選
考
に
よ
る
採
用
）

第
五
条
　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
の
採
用
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
と

　
き
に
お
い
て
は
、
選
考
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
〇

　
一
　
選
考
基
準
表
に
定
め
る
係
長
級
以
上
の
職
に
欠
員
が
で
き
た
場
合
。

　
二
　
職
務
と
責
任
の
特
殊
性
に
よ
り
、
職
務
遂
行
能
力
に
つ
い
て
の
順
位
の
判
定
が
困
難

　
　
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
に
欠
員
が
で
き
た
場
合
〇

　
三
　
補
充
し
よ
う
と
す
る
職
に
係
る
試
験
盤
は
選
考
に
相
当
す
る
紅
焔
は
他
の
地
方
公
共

　
　
槻
団
〃
体
の
試
験
叉
は
加
選
考
の
合
格
者
を
、
当
該
職
と
同
等
以
下
の
職
に
採
用
す
る
場
合
Q

　
四
　
現
に
国
手
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
あ
る
者
を
、
そ
の
者
の
つ
い
て
い
る
職
と
同

　
　
等
…
以
下
の
眺
臓
に
採
用
す
る
場
〃
合
〇

　
五
か
つ
て
職
員
で
あ
っ
た
者
を
、
そ
の
者
が
つ
い
て
い
た
職
と
同
等
以
下
の
職
に
採
用

　
　
す
る
場
合
。

　
六
　
第
七
条
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
、
人
事
行
政
の
運
営
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

　
　
ら
れ
る
場
合
。

　
七
　
そ
の
他
、
試
験
を
行
っ
て
も
十
分
な
競
争
者
が
得
ら
れ
ず
、
叉
は
試
験
に
よ
る
こ
と

　
　
が
適
当
で
な
い
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
場
合
。

（
選
考
に
よ
る
昇
任
）

第
六
条
衣
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
の
昇
任
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
が
あ
っ
た
と

－
き
に
お
い
て
は
、
選
考
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
〇

　
一
　
選
考
基
準
表
に
定
め
る
係
長
級
以
上
の
職
に
欠
員
が
で
き
た
場
合
〇

　
二
　
職
員
を
、
吏
員
の
級
の
下
級
の
級
よ
り
上
位
の
級
に
任
命
す
る
場
合
〇

　
三
　
職
務
と
由
頁
任
の
特
殊
性
に
よ
り
、
職
務
遂
行
能
力
に
つ
い
て
の
順
位
の
判
定
が
困
難

　
　
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
に
欠
員
が
で
き
た
場
合
〇

四
職
員
を
、
そ
の
者
が
か
つ
て
正
式
に
任
命
さ
れ
て
い
た
職
と
同
等
以
下
の
職
に
昇
任

　
　
さ
せ
る
場
合
。

　
五
　
第
七
条
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
、
人
事
行
政
の
運
営
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

　
　
ら
れ
る
場
合
。

　
六
　
そ
の
他
、
試
験
を
行
っ
て
も
十
分
な
競
争
者
が
得
ら
れ
ず
、
又
は
試
験
に
よ
る
こ
と

　
　
が
適
当
で
な
い
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
場
合
。

　
　
第
二
節
　
臨
時
的
任
用

（
臨
時
的
任
用
）

第
七
条
　
任
命
権
者
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
人
事

　
委
員
会
の
承
認
を
経
て
、
現
に
職
員
で
な
い
者
を
、
六
月
を
こ
え
な
い
期
聞
で
、
臨
時
的

　
に
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
第
一
号
の
場
合
、
及
び
第
二
号
の
う
ち
で
一
月
未

　
満
の
期
間
内
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
後
承
認
に
よ
る
こ
と
を

　
妨
げ
な
い
。

　
一
　
災
害
そ
の
他
重
大
な
事
故
の
た
め
、
当
該
職
に
法
第
十
七
条
に
よ
る
任
命
の
方
法
に

　
　
ょ
つ
て
職
員
を
任
命
す
る
ま
で
の
聞
、
欠
員
に
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
い
緊
急
の
場

　
　
合
。

　
二
　
当
該
職
が
、
臨
時
的
任
用
を
行
う
日
か
ら
一
年
未
満
の
期
間
内
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と

　
　
が
予
想
さ
れ
る
臨
時
の
も
の
で
あ
る
場
合
〇

　
三
　
当
該
職
に
対
す
る
任
用
候
補
者
の
挺
示
の
請
求
に
対
し
、
任
命
権
者
が
人
事
委
員
会

　
　
か
ら
滴
　
当
な
候
補
叩
者
が
な
い
一
日
の
通
’
知
、
又
は
第
三
十
三
条
第
三
項
の
涌
γ
知
を
受
け
、

　
　
若
し
く
は
提
示
さ
れ
た
候
補
者
に
つ
い
て
任
命
す
べ
き
職
の
志
望
者
が
五
人
に
満
た
な

　
　
く
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
か
ら
他
に
適
当
な
任
用
候
補
者
が
な
い
旨
の

　
　
通
知
を
受
け
た
場
合
。

（
臨
時
的
任
田
川
の
場
四
合
の
資
梼
愉
面
女
件
）

第
八
条
　
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
者
は
、
前
条
第
一
号
の
場
量
質
を
除
き
、
選
考
基
準
表
に
定

　
　
め
る
資
格
要
件
を
有
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

2
　
前
項
の
資
格
要
件
を
も
つ
て
は
臨
時
的
任
用
が
で
き
ず
、
且
つ
、
公
務
の
運
営
に
支
障

　
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
入
事
委
員
会
が
認
め
る
と
き
は
、
任
命
権
者
は
、
人
事
委
員

　
会
の
承
認
を
経
た
者
を
、
臨
時
的
に
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
臨
動
的
任
用
期
間
の
更
新
）

第
九
条
　
臨
時
的
任
用
の
期
聞
は
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
の
承
認
を
経
て
、
六
月
を
こ

三



2

え
な
い
期
間
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
第
七
条
第
二
号
の
場
合
に
は
、
事

後
承
認
に
よ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
O

臨
時
的
任
用
の
期
聞
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
再
度
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
第
三
節
　
条
件
付
採
用
期
聞

（
条
件
付
揉
用
期
間
）

第
十
条
　
条
件
付
採
用
の
期
間
は
、
任
命
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
聞
と
す
る
0

2
　
前
項
の
期
間
満
了
前
に
任
命
権
者
が
別
段
の
措
置
を
し
な
い
限
り
、
そ
の
採
用
は
、
期

　
聞
満
了
の
翌
B
よ
り
正
式
採
用
と
な
る
。

（
条
件
付
採
用
期
…
闇
四
の
継
　
続
…
）

第
十
一
条
　
条
件
付
揉
用
中
の
職
員
を
他
の
職
に
任
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
条
件
付
擦
用

　
期
間
は
引
続
く
も
の
と
す
る
。

（
条
件
付
採
用
期
闇
四
の
延
長
）

第
十
二
条
　
任
命
権
者
は
、
条
件
付
擦
用
期
間
中
の
職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
正
式
採
用

　
に
な
る
た
め
に
は
能
力
の
実
証
が
十
分
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
に
対
し

　
て
、
条
件
付
採
用
期
間
開
始
後
一
年
を
こ
え
な
い
範
囲
で
こ
の
期
間
の
延
長
を
申
請
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
第
三
章
試
験

（
試
験
の
種
類
）

第
十
三
条
　
試
験
は
、
採
用
試
験
及
び
昇
任
試
験
の
二
種
と
す
る
。

（
試
験
の
方
法
）

第
十
四
条
　
試
験
は
、
攻
の
各
号
に
揚
げ
る
方
法
の
う
ち
二
以
上
を
併
せ
て
行
う
。

七六五四三ニー
筆
記
試
験

記
述
試
験

実
地
試
験
又
は
体
力
検
査

勤
務
評
定

経
歴
評
定

身
体
検
査

そ
の
他
職
務
遂
行
能
力
を
客
観
的
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法

四

（
試
験
の
告
知
）

第
十
五
条
　
採
M
用
｛
試
験
の
山
暫
曹
知
は
、
＾
公
報
へ
の
登
載
、
冒
公
用
掲
示
板
へ
の
掲
示
、
そ
の
他
の

　
適
当
な
方
法
で
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

2
　
昇
任
試
験
の
告
知
は
、
受
験
資
格
を
有
す
る
す
べ
て
の
職
員
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
で

　
き
る
よ
う
に
、
公
報
へ
の
登
載
、
通
知
、
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
つ
て
こ
れ
を
行
わ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
告
知
の
内
容
）

第
十
六
条
　
採
用
試
験
の
告
知
の
内
容
は
、
次
の
各
号
の
掲
げ
る
事
項
と
す
る
〇

　
一
　
当
該
試
験
の
対
象
と
な
る
職
の
区
分
及
び
職
務
内
容

　
二
　
受
験
贅
格

　
一
二
　
試
験
の
日
時
、
一
場
所
、
方
法
及
び
発
表

　
四
　
職
員
と
し
て
の
採
用
予
定
人
員
、
揉
用
経
路
及
び
待
遇

　
五
　
受
験
手
続

　
六
　
そ
の
他
必
要
事
項

2
　
昇
任
試
験
の
告
知
の
内
容
は
、
前
項
各
号
に
準
じ
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

（
受
験
資
格
）

第
十
七
条
　
受
験
贅
格
は
、
試
験
の
対
象
と
な
る
職
の
職
務
に
応
じ
て
、
受
験
者
と
し
て
必

　
要
な
最
低
の
経
歴
、
学
歴
、
免
許
そ
の
他
必
要
な
資
格
要
件
を
も
つ
て
、
試
験
の
都
度
、

　
人
事
委
員
会
が
定
め
る
0

2
前
項
の
場
合
に
お
け
る
経
歴
及
び
学
歴
は
、
選
考
基
準
表
に
定
め
る
経
歴
及
び
学
歴
の

　
程
度
を
こ
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
第
四
章
　
　
選
　
　
　
考

（
選
考
の
方
法
）

第
十
八
条
　
選
考
は
、
選
考
の
基
準
に
基
い
て
、
選
考
さ
れ
る
者
の
職
務
遂
行
能
力
の
有
無

　
を
判
定
す
．
る
も
の
と
し
～
必
要
に
応
じ
て
筆
記
考
査
、
口
述
考
査
そ
の
他
の
方
法
を
用
い

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
選
考
の
基
準
）

第
十
九
条
　
選
考
の
基
準
は
、
選
考
基
準
表
に
定
め
る
経
歴
又
は
学
歴
を
有
す
る
こ
と
と

　
し
、
昇
任
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
勤
務
実
績
が
良
妊
で
あ
る
こ
と
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
但
し
、
吏
員
の
級
の
昇
任
に
関
す
る
選
考
の
基
準
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
o



2
　
法
令
に
よ
り
、
特
別
の
資
格
…
叉
は
免
許
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
前

　
項
の
ほ
か
に
そ
の
｛
資
格
又
は
免
”
許
を
取
得
し
て
い
な
け
れ
陽
ば
な
ら
な
い
0

3
　
第
一
項
の
基
準
に
よ
り
難
い
場
合
で
、
人
事
行
政
の
運
営
上
必
要
が
あ
る
と
き
は
人
事

　
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
選
考
の
実
施
）

第
二
十
条
　
選
考
は
、
任
命
権
者
の
請
求
に
応
じ
、
採
用
し
又
は
昇
任
さ
せ
よ
う
と
す
る
者

　
に
つ
き
、
そ
の
都
度
、
人
事
委
員
会
が
行
う
Q

　
　
　
　
第
五
章
　
　
任
用
候
補
者
名
簿

（
名
簿
の
種
類
）

第
二
十
一
条
　
任
用
候
補
者
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い
う
。
）
は
採
用
試
験
の
結
果
に
基
い

　
て
作
成
さ
れ
る
採
用
候
補
者
名
簿
、
及
び
昇
任
試
験
の
結
果
に
基
い
て
作
成
さ
れ
る
昇
任

　
候
補
者
名
簿
の
二
種
と
す
る
。

（
名
簿
の
作
成
）

第
二
十
二
条
　
名
簿
は
、
試
験
の
行
わ
れ
た
職
の
区
分
に
応
じ
て
作
成
す
る
。

2
　
人
事
委
員
会
は
、
前
項
の
名
簿
を
、
名
簿
に
記
載
す
べ
き
者
の
志
望
に
基
い
て
し
地
域

　
別
又
は
行
政
組
織
別
に
作
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
Q

（
名
簿
の
確
定
）

第
二
十
三
条
　
名
簿
は
、
人
事
委
員
会
の
議
決
が
あ
っ
た
と
き
に
確
定
す
る
Q

2
　
名
簿
の
確
定
後
は
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
場
合
の
ほ
か

　
は
、
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
変
更
又
は
訂
正
を
も
加
え
る
こ
と

　
が
で
き
な
い
Q

（
名
簿
の
統
合
）

第
二
十
四
条
名
簿
の
失
効
前
に
、
当
該
名
簿
が
作
成
さ
れ
た
と
き
は
、
人
事
委
員
会
は
、

　
薪
旧
両
名
簿
を
統
合
し
て
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
統
合
し
て
作
成
さ
れ
る
名
簿
に
は
、
任
用
候
補
者
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
に
お
け
る
得

　
占
…
の
順
に
記
載
す
る
。
但
し
、
鯉
耕
旧
両
名
簿
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
任
用
候
補
者
に
つ
い

　
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
の
得
点
に
よ
る
。

（
任
用
候
補
者
【
の
泊
一
加
）

第
二
十
五
条
　
人
事
委
員
会
は
、
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
名
簿
の

　
う
ち
、
一
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
任
M
用
候
補
者
か
ら
、
志
望
の
変
更
の
申
出
が
あ
っ
た
と

　
き
は
、
当
該
任
用
候
補
者
を
、
他
の
名
簿
に
追
加
し
て
、
得
点
順
に
記
載
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

（
任
用
候
補
者
の
削
除
）

第
二
十
六
条
　
人
宙
聯
委
昌
隅
△
溶
は
、
任
用
候
補
…
者
が
次
の
各
旦
ワ
の
一
に
該
当
す
る
場
叩
ム
欄
に
お
い

　
て
は
、
こ
れ
を
名
簿
か
ら
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〇

　
一
　
当
該
試
験
を
受
け
る
資
格
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
〇

　
二
　
受
験
の
申
込
又
は
試
験
に
お
い
て
、
虚
偽
若
し
く
は
不
正
の
行
為
を
し
、
又
は
し
ょ

　
　
う
と
し
た
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
〇

　
三
　
昇
任
候
補
者
名
簿
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
た
任
用
候
補
者
が
離
職
し
た
こ
と
を
確

　
　
曝
し
た
場
合
。

　
四
　
任
用
候
補
者
が
死
亡
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
。

第
二
十
七
条
　
人
事
委
員
会
は
、
任
用
候
補
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い

　
て
は
、
こ
れ
を
名
簿
か
ら
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
〇

　
一
　
当
該
名
簿
か
ら
の
提
示
に
基
い
て
任
用
さ
れ
た
場
合
〇

　
二
　
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
名
簿
に
追
加
さ
れ
た
場
合
。

　
三
　
任
用
に
関
す
る
照
会
に
応
答
し
な
い
場
合
。

　
四
　
第
四
十
一
条
以
外
の
事
由
で
辞
退
し
た
場
合
〇

　
五
　
心
身
の
故
障
の
た
め
、
当
該
名
簿
の
対
象
と
な
る
職
の
職
務
遂
行
に
支
障
が
あ
り
、

　
　
又
は
こ
れ
に
堪
え
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
。

　
六
　
前
号
の
ほ
か
、
当
該
名
簿
の
対
象
と
な
る
職
に
必
要
な
適
格
牲
を
欠
く
こ
と
が
明
ら

　
　
か
と
な
っ
た
場
合
〇

　
七
　
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
。

（
任
用
候
補
者
の
復
活
）

第
二
十
八
条
　
人
事
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
名
簿
か

　
ら
削
除
さ
れ
た
任
用
候
補
者
を
、
当
該
名
簿
に
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
〇

　
一
　
条
件
付
採
用
期
間
中
に
免
職
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
、
復
活
す
る
こ
と
を
適
当
と
認

　
　
め
た
場
合
。

　
二
　
前
条
第
三
号
の
規
定
に
該
当
し
て
削
除
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
応
答
で
き
な
い
正
当

　
　
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
〇

　
三
　
前
条
第
五
号
の
規
定
に
該
当
し
て
削
除
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
事
由
が
沿
滅
し

五



　
　
た
と
認
め
た
場
合
〇

　
四
前
条
第
七
号
の
規
定
に
該
当
し
て
削
除
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
復
活
さ
せ
る
こ
と
が

　
　
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
。

（
名
簿
の
訂
正
）

第
二
十
九
条
　
人
事
委
員
△
調
は
、
次
の
各
一
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
す
み
や
か

　
に
名
簿
の
訂
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

　
一
　
任
用
候
補
者
の
氏
名
の
変
更
、
そ
の
他
名
簿
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
異
動
が
あ
っ

　
　
た
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
〇

　
二
　
名
簿
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
事
務
上
の
誤
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
。

（
名
簿
の
失
効
）

第
三
十
条
　
人
事
委
員
会
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
名
簿
を
失

　
効
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
Q

　
一
　
名
簿
確
定
後
一
年
以
上
を
経
過
し
た
場
合
。

　
二
　
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
任
用
候
補
者
が
五
人
に
満
た
な
く
な
っ
た
場
合
〇

　
三
　
当
該
名
簿
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
職
に
つ
い
て
新
た
に
名
簿
が
作
成
さ
れ
た
場
合
Q

　
四
　
そ
の
他
人
事
委
員
会
が
定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
。

2
　
人
事
委
員
会
が
、
名
簿
に
つ
い
て
有
効
期
聞
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
名
簿

　
は
、
期
闇
満
了
の
翌
日
か
ら
失
効
す
る
も
の
と
す
る
。

（
名
簿
の
閲
覧
）

第
三
十
一
条
　
人
事
委
員
会
は
、
受
験
者
、
任
命
権
者
、
そ
の
他
関
係
人
の
請
求
に
応
じ

　
て
、
名
簿
を
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
第
六
出
早
　
　
任
用
候
補
者
の
提
示

（
提
示
の
曲
請
求
）

第
三
十
二
条
　
任
命
権
齎
は
、
職
員
を
擦
回
し
叉
は
昇
任
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

　
は
、
選
考
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
任
用
候
補
者
の
提
示
を
、
人
事
委
員
会
に

　
請
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（一

�
ｦ
の
｛
力
法
）

第
三
十
三
条
　
前
条
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
人
事
委
員
会
は
、
最
も
適
当
と
認
め
る
二

一L．
ノ、

　
簿
か
ら
、
任
用
す
べ
き
員
数
に
四
人
を
加
え
た
数
（
以
下
「
正
規
の
提
示
数
」
と
い
う
。
）

　
の
志
望
者
を
、
高
点
順
に
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
、
同
じ
得
点
の
者
が
二
人
以
上

　
あ
る
た
め
に
、
正
規
の
提
示
数
の
最
後
の
順
位
に
入
る
べ
き
者
を
決
め
が
た
い
と
き
は
、

　
こ
れ
ら
の
者
を
す
べ
て
提
示
す
る
も
の
と
す
る
0

2
　
前
項
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
が
正
規
の
提
示
数
に
満
た
な
い
場
合
、
又
は
そ
の

　
名
簿
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
人
事
委
員
会
は
、
そ
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
適
当

　
と
認
め
る
他
の
名
簿
か
ら
、
そ
の
職
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
贅
格
要
件
を
有
し
、
且
つ
、

　
そ
の
職
を
志
望
す
る
と
認
め
ら
れ
る
春
を
、
高
点
順
に
追
加
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
0

3
　
前
二
項
に
よ
っ
て
も
、
提
示
す
る
任
用
候
補
者
の
員
数
が
正
規
の
提
示
数
に
満
た
な
い

　
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
員
数
が
五
人
以
上
の
と
き
は
こ
れ
を
提
示
し
、
五
人
未
満
の
と

　
き
は
、
そ
の
任
用
候
補
者
の
氏
名
及
び
得
点
を
、
任
命
権
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
附
加
提
示
）

第
三
十
四
条
　
人
事
委
員
会
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
十
六
条
及
び

　
第
三
十
九
条
の
場
合
に
備
え
て
、
前
条
第
一
項
に
よ
り
捷
示
す
べ
き
者
の
吹
位
以
下
の
志

　
望
者
を
、
次
に
、
適
当
と
認
め
る
他
の
名
簿
中
、
そ
の
職
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
資
格
要

　
件
を
有
し
、
且
つ
、
そ
の
職
を
志
望
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
、
高
点
順
に
附
加
し
て
提

　
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
選
択
の
方
法
）

第
三
十
五
条
　
提
示
さ
れ
た
任
用
候
補
者
か
ら
任
命
す
べ
き
者
を
選
択
す
る
に
は
、
任
命
す

　
べ
き
者
一
人
に
つ
き
、
高
点
順
の
志
望
者
五
人
の
中
か
ら
行
う
も
の
と
す
る
。
但
し
、
同

　
じ
得
点
の
者
が
二
人
以
上
あ
る
た
め
に
、
選
択
の
範
囲
の
最
後
の
順
位
に
入
る
べ
き
者
を

　
決
め
が
た
い
と
き
は
、
こ
れ
等
の
者
を
す
べ
て
選
択
の
範
囲
に
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
選
択
の
範
囲
か
ら
の
除
外
）

第
三
十
六
条
　
任
命
権
者
は
、
一
の
提
示
に
よ
り
、
補
充
す
べ
き
職
が
六
以
上
あ
る
場
合
に

　
お
い
て
、
そ
の
五
の
職
へ
の
任
用
に
つ
い
て
選
択
の
範
囲
に
入
り
な
が
ら
選
択
さ
れ
な
か

　
つ
た
者
を
、
残
余
の
職
に
つ
い
て
の
選
択
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



（盟

I
択
の
結
田
不
に
つ
い
て
の
通
知
）

第
三
十
七
条
　
任
命
権
者
は
、
提
示
さ
れ
た
任
用
候
補
者
の
選
択
の
結
果
に
つ
い
て
、
入
事

　
委
員
会
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
第
七
出
早
　
　
任
用
の
辞
退

（
辞
退
の
届
）

第
三
十
八
条
　
任
用
候
補
者
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
任
命
権
者
か
ら
通
知
さ
れ
た

　
者
が
、
当
該
任
用
を
辞
退
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
十
日
以
内
に

　
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
旨
を
任
命
権
者
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
Q

（
辞
退
に
基
く
提
示
の
撤
回
）

第
三
十
九
条
　
任
命
権
者
が
辞
退
の
届
を
受
理
し
た
と
き
は
、
当
該
任
用
候
補
者
の
提
示

　
は
、
…
撤
回
さ
れ
一
た
も
の
と
み
な
す
。

（
人
事
委
員
会
へ
の
辞
退
の
届
の
通
知
）

第
四
十
条
辞
退
の
届
を
受
理
し
た
と
き
は
、
任
命
権
者
は
、
す
み
や
か
に
人
事
委
員
会
に

　
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
辞
退
に
基
く
提
示
の
延
期
）

第
四
十
一
条
前
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
場
合
、
人
事
委
員
会
は
、
胎
脂
の
事
由

　
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
事
由
が
滑
滅
す
る
ま
で
、
当
該

　
任
用
候
補
者
の
提
示
を
延
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〇

　
一
　
医
師
の
証
明
の
あ
る
疾
病
叉
は
負
傷
の
場
合
。

　
二
　
任
用
さ
れ
る
職
の
職
務
に
明
ら
か
に
関
係
が
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
有

　
　
益
な
薪
修
又
は
教
育
を
受
け
て
い
る
場
合
〇

　
三
　
勤
務
機
関
又
は
勤
務
地
が
任
用
候
補
者
の
志
望
す
る
条
件
と
異
な
っ
て
い
る
場
合
〇

　
四
そ
の
他
正
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

　
　
　
　
第
八
章
　
　
雑
　
　
　
　
則

（
効
　
　
　
力
）

第
四
十
二
条
　
こ
の
規
則
は
、
職
階
制
に
基
く
恒
久
的
任
用
制
度
が
制
定
実
施
さ
れ
る
ま
で

　
の
間
効
力
を
有
す
る
。

（
実
施
に
関
す
る
必
要
な
事
項
）

第
四
十
三
条
　
こ
の
規
則
の
実
施
に
関
す
る
必
要
な
事
項
は
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

（
経
過
規
定
）

第
四
十
四
条
　
人
事
委
員
会
が
こ
の
規
則
施
行
の
日
ま
で
に
行
っ
た
試
験
、
選
考
、
条
件
付

　
採
用
期
間
の
延
長
、
臨
時
的
任
用
の
承
認
、
任
用
候
補
者
名
簿
の
作
成
、
任
用
候
補
者
の

　
提
示
、
そ
の
他
任
用
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
の
規
則
に
基
い
て
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
　
　
選
考
基
準
表

脚
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師事
長 亀

仕

補補

師事 長

代
理

長 長 長

級
『
級
一

級 級 級 級 級 級

一
経

三 四 四 三 三 三 二

（：五） （四） （丑） （四）

歴

由中 筒 大 学

学 校 学

卒 卒 卒 歴

注
意
事
項

1
　
経
歴
欄
の
数
字
（
括
弧
内
は
、
技
術
者
及
び
行
政
事
務
を
心
当
す
る
者
以
外
の
技
能

　
者
及
び
労
務
者
の
職
の
場
合
を
示
す
。
）
は
、
近
直
下
位
の
職
の
必
要
経
験
年
数
を
示

　
す
0

2
　
学
歴
欄
の
学
歴
は
、
そ
れ
と
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
含
む
0

3
国
叉
は
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
の
経
験
年
数
は
、
そ
の
七
割
な
い
し
十
割
を
通

　
算
す
る
。

4
　
民
間
の
会
社
又
は
団
体
に
お
け
る
職
の
経
験
年
数
は
、
そ
の
五
割
な
い
し
十
割
を
通

　
算
す
る
。

七



　
　
　

　
　
二
　
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て

　
　
（

　
大
阪
府
人
事
委
員
会
で
は
、
な
お
左
記
の
よ
う
に
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関

す
る
規
則
を
制
定
し
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日
公
布
、
即
日
施
行
し
た

　　

@　
ｶ
に
慧
す
・
霧
の
特
例
に
関
す
る
規
則
醗
蹄
論
二
会

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年

　
大
阪
門
府
㎝
一
例
第
二
十
一
号
。
）
第
二
一
二
弟
四
号
の
規
定
に
基
き
、
職
…
ロ
貝
の
出
職
…
務
に
専
念
す

　
る
義
務
の
特
例
に
関
し
て
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
　
職
員
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
任
命
権
者
又
は

　
そ
の
委
任
を
受
け
た
者
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

　
一
　
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

　
　
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
審
査
を
請
求
し
、
又

　
　
は
そ
の
審
理
に
出
頭
す
る
場
合
。

　
二
　
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
を
要
求
し
、
又
は
そ
の

　
　
審
理
に
出
頭
す
る
場
合
〇

　
三
　
法
第
四
十
九
条
第
四
項
目
規
定
に
よ
り
、
不
利
益
処
分
の
審
査
を
請
求
し
、
叉
ほ
そ

　
　
の
審
理
に
出
頭
す
る
場
合
。

　
四
　
法
第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
職
員
団
体
の
行
う
交
渉
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六

　
　
年
大
阪
府
条
例
第
六
号
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
当
局
と
交
渉
す
る
場
合
。

　
五
　
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
局
に
対
し
て
不
満
を
表
明
し
又
は
意
見

　
　
を
申
し
出
る
場
合
〇

　
六
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
そ
の
他
の
団
体
の
役
員
又
は
職
員
を
兼
ね
る
場

　
　
合
。

　
七
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
そ
の
他
の
団
体
の
審
議
会
、
委
冒
貝
会
、
調
査
会
そ

　
　
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
役
員
又
は
職
員
を
兼
ね
る
場
’
曾
。

　
八
　
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
そ
の
他
の
団
体
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
機
関
が
行
う
講
演

　
　
会
、
講
習
会
、
研
究
会
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
に
参
加
し
又
は
講
師
と
し
て
出

　
　
訂
す
る
場
合
。

　
九
　
国
又
は
地
方
公
共
団
体
若
し
く
は
そ
の
他
の
団
体
の
行
う
試
験
を
受
け
る
場
合
Q

八

十
　
地
震
、
火
災
、
水
害
そ
の
他
重
大
な
災
害
に
際
し
、
専
念
す
べ
き
職
務
以
外
の
業
務

　
に
従
事
す
る
場
合
。

訟
　
外
国
に
通
学
す
る
場
合
〇

＋
二
　
前
各
号
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
場
合
。

　
　
附
　
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　

　
　
三
　
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
、
農
学
研
究
科
修
士
課
程
設
置
認
可
申
請

　
　
（

　
本
学
で
は
、
大
学
院
の
工
学
研
究
科
博
士
課
程
、
農
単
研
究
科
修
士
課
程
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
の
、
各
般
の
準
備
を
す
エ
め
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
整
っ
た
の
で
、
十
月
文
部
大
臣

あ
て
認
可
申
講
書
を
提
出
し
た
。

　
　
　

　
　
四
　
昭
和
三
十
年
慶
浪
速
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
学
生
募
集
要
項

　
　
（
一
　
募
集
人
員

　
　
　
機
械
工
学
専
攻
修
士
課
程
　
　
　
　
　
　
　
八
名

　
　
　
電
気
工
学
専
攻
修
士
課
程
　
　
　
　
　
　
　
　
八
名

　
　
　
応
用
化
学
専
攻
修
士
課
程
　
　
　
　
　
　
　
一
八
名

　
　
　
金
属
工
学
専
攻
修
士
課
程
　
　
　
　
　
　
　
八
名

二
　
出
願
資
格

　
左
の
各
項
の
一
に
該
当
し
、
志
望
の
専
攻
に
必
要
な
課
程
を
修
め
た
者
。

　
イ
　
学
校
教
育
法
第
六
十
三
条
に
定
め
る
大
学
の
卒
業
者
。

　
ロ
　
従
前
の
規
定
に
よ
る
大
学
の
卒
業
者
O

　
ハ
　
そ
の
他
文
部
大
臣
の
指
定
し
た
者
Q

三
　
出
願
手
続

　
入
学
志
願
票
、
調
査
書
、
成
績
証
明
書
に
検
定
料
一
、
五
〇
〇
円
（
現
金
叉
は
小
か
わ
せ

　
）
を
添
え
出
身
大
学
経
由
、
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
へ
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
但
し
、
官
公
署
そ
の
他
民
間
会
社
等
に
在
職
中
の
者
は
、
所
属
長
の
受
験
許
可
書
を
添

　
付
す
る
こ
と
。

四
願
書
受
付
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら
昭
和
三
十
年
三
尾
十
九
日
（

　
土
）
ま
で
、
工
学
部
教
務
係
で
受
け
付
け
る
。



　
　
但
し
第
一
次
資
格
選
考
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
十
一
月
一
日
（
月
）
ま
で
に
出
願

　
の
こ
と
〇

五
　
入
学
資
格
試
験

　
イ
　
第
一
吹
資
格
選
考
は
、
調
査
書
の
審
査
に
よ
り
行
い
、
十
一
月
置
B
合
格
者
に
通
知

　
　
す
る
。

　
ロ
　
第
二
次
資
格
選
考
は
、
第
一
次
資
格
選
考
の
合
格
者
以
外
の
志
願
者
に
対
し
て
、
次

　
　
の
通
り
学
力
試
験
を
行
う
0

　
　
1
　
試
験
科
目

／x七○

ハ
　
＝
一
月
二
∴
r
三
日
（
試
験
期
属
の
払
則
日
）

　
か
ら
、
当
日
出
頭
の
こ
と
Q

に
ば
、
詳
細
な
注
意
事
項
を
掲
示
発
表
す
る

全1専

員1攻

機
　
械
　
工
　
学

電
　
気
　
工
　
学

応
　
用
　
化
　
学

金
　
属
　
工
　
学

試
　
　
　
験
　
　
　
科
　
　
　
目

葱
　
　
　
択

外
国
語
（
英
仏
独
・
　
　
τ
か
国
語

鋸
力
学
、
水
力
学
、
機
械
力
嘗
熱
τ
　
科
　
目

1
難
騙
糧
葎
犠
内
縫
開
τ
　
科
　
・

電
気
理
論
、
電
気
機
器
、
発
電
及
び
送
電
、
電
気
材
料
、
電
子
工
学
、
通
信
機
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

二
　
　
科
　
　
目

欝
讐
羅
轟
、
物
麗
学
、

二
　
　
科
　
　
目

金
属
組
織
学
、
金
属
材
料
学
、
冶
金
学

ご
　
　
科
　
　
目

，

2
　
試
験
期
日
及
び
試
験
場

　
昭
和
三
十
年
三
月
二
十
四
日
（
水
）
午
前
十
時
開
始
　
　
エ
学
部
に
お
い
て

面
接
及
び
身
体
検
査

　
昭
和
三
十
年
三
月
二
十
五
臼
（
木
）
午
前
九
時
孚
に
出
頭
の
こ
と
。
　
（
第
一
家
合
格

　
者
も
同
様
）

合
格
者
の
発
表

　
昭
和
三
十
年
三
月
三
十
一
日
（
木
）
正
午
本
学
工
学
部
に
て
発
表
、
同
時
に
各
合
格

　
者
に
通
知

注
意
事
項

　
　
ラ

　
　
五
浪
速
大
学
大
阪
女
子
大
攣
共
催
公
開
講
座
に
つ
い
て

　
　
（

　
本
学
、
大
阪
女
子
大
学
に
お
い
て
は
、
大
阪
府
服
飾
関
係
等
各
種
学
校
教
員
に
必
要
な
教

養
並
び
に
基
礎
知
識
を
一
層
深
め
、
そ
の
資
質
の
向
上
に
よ
っ
て
各
種
学
校
教
育
の
振
興
を

計
ろ
う
と
し
て
、
両
大
学
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
公
開
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
一
会
　
場
　
大
阪
女
子
大
学

一
期
　
闇
　
昭
和
二
十
九
年
七
月
か
ら
同
三
十
年
二
月
ま
で

　
　
　
　
　
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
牛
か
ら
同
四
時
四
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
但
し
、
夏
季
休
暇
中
は
毎
週
水
曜
日
土
曜
日
の
二
回
と
す
る

一
開
設
講
座
及
び
講
師

1
　
教
職
課
程
（
二
単
位
）

　
A
　
教
育
心
理

　
　
　
学

　
　
　
青
　
年
　
心
　
理

　
　
　
測

　
　
　
精
　
　
神
　
　
衛

　
B
　
教
育
原
理

2

三
〇
時
間

　
新
甜
教
育
の
意
義
と
方
法

　
ガ
　
　
イ
　
ダ
　
　
ン

　
教
　
　
　
育

　
社
　
　
会
　
　
教

専
門
課
程
（
一
単
位
）

　
職
業
指
導
　
　
　
　
（
一
単
位
）

　
職
業
と
社
△
試
浪

（
一
単
位
）

習
　
　
浪

士
　
　
〃

定
　
　
〃

生
　
　
〃

（
一
単
位
）

　
　
　
浪

ス
　
　
　
〃

史
　
　
浪

育
　
　
〃

大大大

〃武〃松〃遠〃梶

坂
　
助
教
　
虻

田
助
教
授

田
　
助
教
授

藤
教

大
　
　
加
　
藤
教

授授

イ
　
入
学
志
願
票
、
調
査
書
【
用
紙
は
本
学
所
定
の
も
の
を
使
用
の
こ
と
。

職
　
業
　
と
　
適
　
性
　
　
ン
　
　
　
　
〃

ロ
　
出
願
書
類
を
郵
送
す
る
場
合
は
必
ず
書
醤
郵
便
と
す
る
こ
と
Q
　
（
な
お
受
験
票
送
付

労
　
　
働
　
　
市
　
　
場
　
　
〃
　
　
　
　
〃

用
の
書
肖
切
手
（
四
五
円
）
を
は
っ
た
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

職
　
　
業
　
　
相
　
　
談
　
　
〃
　
　
　
　
〃

九
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西
洋
生
活
の
実
際

　
　
　
近
代
美
容
の
実
際

一
　
単
位
の
履
修
証
明

女
子
大
　
　
手
　
林
　
学

女
子
大
　
　
松
本
教

〃
　
　
　
　
堀
越
　
教

女
子
大

挙
　
　
大

菊
　
　
大

宝
塚
歌
劇

デ
ザ
イ
ナ
ー

詩
　
　
人

共
同
通
信

三
浦
造

型
教
室

大
阪
府
教
育

課
課
長
代
理

美
容
家

長授授

三記、竹田小島村庄洋
　　　　　　　　レ
灘中中瓢播
余　 千 教　 岩

子者郁代師授授師師

小阪

出田

政捨

子一

　
教
職
課
程
二
単
位
、
專
門
課
程
一
単
位
に
つ
い
て
ば
浪
速
大
学
か
ら
、
教
養
課
程
二
単

　
位
に
つ
い
て
は
大
阪
女
子
大
学
か
ら
、
単
位
修
得
の
履
修
証
明
を
与
え
る
〇

一
　
単
位
修
得
の
資
格
等

1
大
学
入
学
資
格
を
有
す
る
も
の
で
鮪
時
聞
以
上
出
席
し
試
験
に
合
格
し
た
者

2
特
別
議
…
座
課
程
に
つ
い
て
は
、
単
位
修
得
時
闘
に
算
入
し
な
い
〇

一
修
了
　
証

　
教
職
、
専
門
及
び
教
養
の
三
課
程
並
び
に
特
別
講
座
課
目
の
全
科
目
を
修
得
し
た
も
の

　
に
は
、
大
阪
府
知
事
か
ら
修
了
証
書
を
授
与
す
る
。
但
し
、
垢
時
間
以
上
出
席
し
た
者

　
に
限
る
。

　
な
お
修
了
者
の
内
、
各
種
学
校
教
員
は
各
種
学
校
教
員
と
じ
て
必
要
な
研
修
を
修
了
し

十

た
者
と
し
て
、
大
阪
府
に
備
付
の
台
帳
に
登
録
す
る
。

　
沁
公
開
講
座
開
催

　
（
本
学
農
業
短
期
大
学
部
に
お
い
て
次
の
と
お
り
公
開
講
座
を
開
催
し
た

一
　
開
催
日
時
　
七
月
十
六
日

一
場
　
所
農
短
第
一
講
義
室

一
　
講
義
種
目
及
び
講
師

　
　
1
夏
期
作
物
の
害
虫
と
増
産
対
策
に
つ
い
て
　
　
　
助
教
授
　
高

　
　
2
農
業
微
生
物
と
農
家
経
済
に
つ
い
て
　
　
　
　
部
　
長
足

　
　
3
増
産
法
と
し
て
の
地
方
農
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
教
　
授
　
田

申立橋

長　良

郎仁一

　
　
匂
　
農
業
短
期
大
学
部
田
中
教
門
米
国
へ
出
張

　
　
（

　
本
学
農
業
短
期
大
学
部
教
授
田
申
長
三
郎
博
士
は
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
、
ス
ミ
ス
マ
ン
法
に

よ
る
交
換
教
授
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
大
学
へ
出
張
す
る
こ
と
と
な

り
、
左
の
日
程
で
八
月
二
十
一
日
氷
川
丸
で
横
浜
を
出
帆
し
た
Q

　
な
お
大
阪
府
よ
り
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
農
園
芸
界
の
動
向
に
関
す
る
調
査
を
囑
託
さ

れ
、
東
京
都
よ
り
は
、
亜
熱
帯
地
方
栽
培
植
物
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
日
　
　
程

〃　！ク 一

　　九
　　s
O九八s　v　 s

五三，一

一二

Z
、
　
　
六
、
下
』
側

横
浜
出
帆
（
氷
川
丸
）

シ
ア
ト
ル
着

．
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
着
同
地
カ
ル
ホ
ル
ニ
ア
大
学
に
て
十
か
月
滞

在ア
メ
リ
カ
出
発
帰
国
の
予
定


